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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックシートと、吸収性コアと、糞便物質を受け取るように適合されたスリット開口部
を設けたトップシートとを有する吸収性物品であって、前記トップシート及び前記トップ
シートの開口部それぞれが２つの長手方向側縁部を有するとともに前領域及び後ろ領域を
有し、前記吸収性コアと前記トップシートとの間に空隙空間が存在し、当該吸収性物品は
、使用中に生殖器を覆い前記開口部における前記前領域の中、前記前領域の下、ないし前
記前領域の上に配置される生殖器カバーシートを備え、前記生殖器カバーシートの部分が
、前記開口部の前記長手方向側縁部に沿って前記トップシートに取り付けられ、前記生殖
器カバーシートの１つ以上の部分が、前記吸収性物品に取り付けられないようになってい
ることを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　前記生殖器カバーシートが尿透過性であり、前記トップシートが尿不透過性である、請
求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記生殖器カバーシートが前記トップシートの上に配置され、使用中に前記生殖器カバ
ーシートがユーザーの皮膚と直接接触する、請求項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記生殖器カバーシートが、前記トップシートと前記吸収性コアとの間に配置され、前
記カバーシートが、前記トップシートに取り付けられているが、前記吸収性コアには取り
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付けられていない、請求項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記トップシートが、前記開口部の前記長手方向側縁部の少なくとも一部に沿って延び
る伸縮性領域と非伸縮性領域とを備え、前記トップシートの前領域における前記非伸縮性
領域内において前記生殖器カバーシートが前記トップシートに取り付けられている、請求
項１に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記生殖器カバーシートが、延伸可能であり、使用中に生殖器用のポケットを形成でき
る、請求項１～５のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記生殖器カバーシートが、少なくとも２つの取付け領域で取り付けられ、
　少なくとも１つの取付け領域が、前記開口部の一方の長手方向縁部に沿って、任意に当
該一方の長手方向縁部から離間して存在し、
　少なくとも１つの取付け領域が、前記開口部の他方の長手方向縁部に沿って、任意に当
該他方の長手方向縁部から離間して存在し、
　前記２つの取付け領域同士の間の前記生殖器カバーシートの平均幅は、前記２つの取付
け領域同士の間の平均距離より大きい、請求項１～６のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記生殖器カバーシートが、スパンボンド不織布ウェブ、カード不織布ウェブ、又は成
形フィルムを含んでなる、請求項１～７のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記生殖器カバーシートの、前記開口部の上、前記開口部の中、ないし前記開口部の下
に有る部分の最大長さは、前記開口部の最大長さの１０％～５０％である、請求項１～８
のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　当該吸収性物品が耐垂れ下がり性であり、前記トップシートが１つ以上の長手方向の折
り目を有する、請求項１～９のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　当該吸収性物品が、大人ないし乳幼児用のおむつ又はトレーニングパンツである、請求
項１～１０のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記生殖器カバーシートが、（２ｋＰａ（０．３ｐｓｉ）の圧縮下で測定された）０．
３ｍｍ以上の平均厚さと１００～３００ミクロンの平均孔径とを有するカード不織布材を
含んでなる、請求項１～１１のいずれかに記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックシートと、吸収性コアと、糞便物質を受け入れるように適合された少
なくとも１つの開口部が設けたトップシートとを有し、使用中に生殖器を覆う生殖器カバ
ーシートをも備える吸収性物品、好ましくはおむつ又はトレーニングパンツを対象とし、
カバーシートは、トップシートと吸収性コアとの間に空隙空間があるように、開口部の一
部分の中、開口部の一部分の下、ないし開口部の一部分の上に配置される。
【背景技術】
【０００２】
　糞便物質は、ユーザーの皮膚から、特に幼い乳児による敏感な皮膚及び生殖器回りの皮
膚上では、除去するのが困難なことが多いことが知られている。その上、皮膚上の糞便物
質は、皮膚の炎症及び赤色化、並びに時によっては皮膚炎さえも引き起こす場合があるこ
とも周知である。
【０００３】
　皮膚上の糞便物質を減少する解決策の１つは、排泄直後に糞便物質を皮膚から離し隔離



(3) JP 4647661 B2 2011.3.9

10

20

30

40

50

する手段を設けることである。例えば、１つ以上の開口部を有するトップシートを有し、
これを通して糞便がトップシートと吸収性コアとの間の空隙空間へ抜けることができるお
むつが開発されてきた。糞便物質は、その結果、このトップシートの下に皮膚から離れて
蓄えられる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、幾分の糞便物質が尚、時には、生殖器が含まれる皮膚上に移動して戻る
ことがあることを発明者らは見出している。
【０００５】
　さらに、発明者らは、使用中に生殖器が糞便物質により汚されることを防ぐ生殖器カバ
ーシートを有する吸収性物品を開発している。このカバーは、通常は、糞便物質を通す十
分な開放空間をもたらすために、トップシート及び開口部の生殖器に近接する領域（すな
わち、おむつのトップシートにおける開口部前部）にのみ存在する。そのカバーは、開口
部を有する前記トップシートの一体部分をなす部品であってもよく、例えば開口部を有す
るトップシートに取り付けられた追加の構成要素（シート）であってもよい。
【０００６】
　好ましくは、生殖器カバーシートは、使用中に生殖器を部分的に包囲できるポケットを
形成するようなものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、バックシートと、吸収性コアと、糞便物質を受け入れるように適合された少
なくとも１つの開口部を設けたトップシートとを有する吸収性物品であって、前記トップ
シート及び前記トップシートの開口部それぞれが前領域及び後ろ領域を有する吸収性物品
を提供し、前記おむつが、使用中に生殖器を覆い前記開口部における前記前領域の中、前
記前領域の下、ないし前記前領域の上に配置される生殖器カバーシートを備え、生殖器カ
バーシートと吸収性コアとの間に空隙空間が形成可能であり、該トップシートと該吸収性
コアとの間に空隙空間があることを特徴とする。
【０００８】
　このように、生殖器カバーシートは、開口部の大きさを縮小する。
【０００９】
　そのような生殖器カバーシートは、通常は尿がこれを通過しておむつの吸収性コアへ向
かうことができるように尿透過性であり、好ましくは再湿潤が少なく、その結果、生殖器
を通過して戻る尿の量が最小限になる。
【００１０】
　別の実施形態において、本発明は、バックシートと、吸収性コアと、及びトップシート
と、これらの一部分をなす生殖器カバー部分とを有し、前記トップシートが前領域及び後
ろ領域を有し、前記前領域の一部分及び前記後ろ領域の一部分に糞便物質を受け入れるた
めの開口部、好ましくは単一の開口部を有する吸収性物品、典型的には大人又は乳幼児用
のおむつ又はトレーニングパンツを提供するものであり、前記トップシートが、尿透過性
の生殖器カバー部分を前領域内に含み、トップシートが、２０ミクロン未満の平均孔径及
び少なくとも３ダルシーの空気透過率を有する、尿不透過性及び糞便不透過性の糞便保持
部分を後ろ領域内に含み、トップシートの生殖器カバー部分と吸収性コアとの間及びトッ
プシートの糞便保持部分と吸収性コアとの間に空隙空間があることを特徴とする。
【００１１】
　使用中にトップシートの下側及び／又は生殖器カバーシートの下側に溜められたいかな
る糞便物質をも隠すために、吸収性物品が、着色された、又は不透明なトップシート及び
／又は生殖器カバーシートを有するのが好ましいことがある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
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　本明細書で使用するとき、次の用語は、次の意味を有する。
【００１３】
　本明細書で使用する時、「吸収性物品」は、体液を吸収可能であって、ユーザーの生殖
器に近接して配置するのに好適な、特に大人又は乳幼児用のおむつ、いわゆるトレーニン
パンツ又はプルアップパンツを含む、いずれかの物品を意味する。
【００１４】
　本明細書で使用する時、「前領域」及び「後ろ領域」は、使用中にそれぞれ着用者の前
側及び着用者の後ろ側に最も近い２つの領域を指す。
【００１５】
　本明細書で使用する時、「股部側部」は、開口部の長手方向側縁部とトップシートの長
手方向側縁部との間のトップシートの部分であり、したがって、股部側部は、前領域及び
／又は後ろ領域の一部分であってもよい。
【００１６】
　本明細書で使用する時、用語「空隙空間」は、糞便物質などの身体排泄物を受け入れて
閉じ込める働きをする、少なくとも弛緩状態において存在する物品内の空洞であり、通常
は弛緩状態で少なくとも５ｃｍ３である。
【００１７】
　本明細書で使用する時、「長手方向」は、構成要素の最大直線寸法に、通常は物品の長
手方向軸線に実質的に平行に走る方向であり、適用可能なときには、この平行方向の３０
度以内の方向も含まれる。
【００１８】
　「横」又は「横断」方向は、長手方向に直交し、物品の大部分及び長手方向軸線と同一
平面内にある方向であり、適用可能なときには、その直交方向の３０度以内の方向も含ま
れる。
【００１９】
　「延伸性」及び「延伸可能な」は、本明細書で使用する時、（弛緩状態にある）構成要
素の幅又は長さが増大可能であることを意味する。
【００２０】
　本明細書で使用する時、用語「取り付けられた」は、第一の要素を第二の要素に直接固
着することによって、第一の要素が別の要素に直接固定された構成を含む。
【００２１】
　本明細書で使用する時、用語「つなげられた」又は「接合された」は、第一の要素を第
三の中間部材（単数又は複数）に固着し、これを今度は第二の要素に固着することによっ
て、第一の要素が第二の要素に間接的に固定された構成を包含する。
【００２２】
　本明細書で使用する時、「伸張した」又は「伸張状態」は、物品又はそれのトップシー
トがその最大長さまで伸張されることを意味し、最大長さは通常、それらの部分である非
弾性的に伸張可能な構成要素、例えばバックシート又は非弾性的に延伸可能なトップシー
トの材料の長さにより決まる。
【００２３】
　前及び後ろの横方向縁部が水平面上で平らであり、横方向中心線或いは軸線が水平面上
にあるように、物品が水平面上で横に置かれる時、本明細書で使用する「弛緩」又は「弛
緩状態」は、物品又はその構成要素に対して（重力など自然発生力以外の）力が付加され
ていない状態を意味する。
【００２４】
　本明細書で使用する時、「伸縮性である」は通常、その構成要素が少なくとも一方向に
弾性である弾性材からなるか、或いは弾性材を含むことを意味する。「伸縮性でない」は
、本明細書で使用する時、その構成要素がいかなる弾性材をも含まないことを意味する。
【００２５】
　本明細書で使用する時、「沿う」は、「少なくとも部分的にほぼ平行であって隣接する
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」ことを意味する。隣接は、「近接」及び「接触」を含む。
【００２６】
　本明細書で使用する時、「トップシート内の開口部」は、トップシートによって完全に
包囲されるがトップシート材料が存在しない領域を意味し、これは、糞便物質を受け入れ
るのに十分に大きく、典型的には、少なくとも２ｃｍの長さ又は幅であるか、少なくとも
２ｃｍ２の表面積を有する。
【００２７】
　本発明の吸収性物品は、第一の実施形態において、糞便物質を受け入れるための１つ以
上の開口部好ましくは単一の開口部と、生殖器カバーシートとを含む。開口部は、好まし
くは、スリット開口部の形体である。開口部は、好ましくは、（使用中にユーザーの前側
に向く）トップシートの前領域（の一部分）及びトップシートの後ろ領域（の一部分）に
ある。
【００２８】
　トップシートは、好ましくは、トップシート及びおむつの長手方向軸線に実質的に平行
な長手方向寸法（長さ）を有する、スリット開口部を有する。
【００２９】
　好ましくは、（伸張状態において）トップシートの開口部（１つ又は複数）は、開口部
の長さ（又は複数の開口部の全長）の２０％～４０％が、より好ましくは２０％～３０％
が、トップシートの横方向軸線からトップシートの前縁部に向かって延び、残りのパーセ
ントがトップシートの後ろ縁部に向かって延びるように構成される。
【００３０】
　開口部（１つ又は複数）の寸法及び正確な形状は、トップシート及び／又は吸収性物品
のサイズによって変化してもよい。例えば、好ましい実施形態では、開口部は、実質的に
平行な長手方向側縁部を有するスリット開口部の形体であり、側縁部は、（本明細書の以
降で説明されるような）Ｖ形状又は丸み付きＶ形状の前縁部及び後ろ縁部により前側及び
後ろ側で接合され、前及び後ろのＶ形状縁部の両方が、２つの角度付き縁部を構成する。
【００３１】
　好ましい実施形態では、前Ｖ形状縁部は、後ろＶ形状縁部より大きな角度を有する。好
ましくは、本明細書にて後述されるように、並びに図１及び４で見られるように、前Ｖ形
状縁部は、２０度～１４０度、好ましくは４５度～６５度、最も好ましくは５５度～６０
度の角度を有する。これらの図で示されるように、スリット開口部は、所望により、本明
細書にて後述されるような例えばダイアモンド形状である、追加の切取り領域の中へ延び
ることも可能である。
【００３２】
　スリット開口部の最大の長さは、吸収性物品の全長Ｌの例えば４０％～９０％、より好
ましくは５０％～８０％、更により好ましくは約６０％～７０％であり得る。
【００３３】
　好ましくは、特にトップシートの最大の長さが４５ｃｍ～５５ｃｍ、通常は４８ｃｍ～
５２ｃｍのサイズ４のおむつの場合、おむつが伸張状態にある時、単一スリット開口部の
長さは、２０ｃｍ～４０ｃｍ、更に２５ｃｍ～３５ｃｍ、更に２８ｃｍ～３２ｃｍであり
得る。
【００３４】
　本明細書における開口部の平均幅は、伸張状態で、トップシートの（開口部幅が含まれ
る）平均幅の好ましくは５％～３０％、より好ましくは１０％～２５％であり、例えばサ
イズ４のおむつの場合、１５ｍｍ～６０ｍｍ、より好ましくは２０ｍｍ～４０ｍｍである
。
【００３５】
　第二の実施形態において、吸収性物品は、バックシート、及び吸収性コア、及び身体に
面するライナーを含み、ライナーは、以降で説明されるように（本発明の第一の実施形態
については以降において副層とも呼ばれる）、例えばＥＰ０７１４２７２－Ａに記載され
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るように、孔あきであって、多数の微小孔を有する。
【００３６】
　生殖器カバーシートは、その結果、この孔あきの身体に面するライナーの上で、ユーザ
ーの皮膚と身体に面するライナーとの間に存在する。好ましくは、生殖器カバーシートは
、身体に面するライナーの前領域の上に、吸収性物品の前領域だけに有る。生殖器カバー
シートは、好ましくは、身体に面するライナーに完全には取り付けられず、より好ましく
は、身体に面するライナーに直接取り付けられない。生殖器カバーシートは、その結果、
使用中に生殖器の周囲で生殖器カバーシートによるポケットを形成できるように、間隔設
定手段により身体に面するライナーから間隔を離す。吸収性物品は、ここに、吸収性物品
の長手方向側縁部に沿って配置された物品のＸ－Ｙ平面からｚ方向に延びている、長手方
向に延びる対のカフを含んでもよく、次に、生殖器カバーシートが、これらのカフに対し
て、例えばカフの外側表面に取り付けられてもよい（これは使用中に皮膚に接触しない表
面である）。
【００３７】
　本発明の第一の実施形態において、上述したような１つ以上の開口部を有するトップシ
ートがある吸収性物品と関係づけると、本発明の吸収性物品は、トップシート内の開口部
の下、開口部の中、ないし開口部の上に有る、典型的には使用中に生殖器に近接する開口
部の部分すなわち開口部の前領域だけに有る、生殖器カバーシートを備える。好ましくは
、開口部生殖器の上、開口部生殖器の中、ないし開口部生殖器の下に有る生殖器カバーシ
ートの部分の最大の長さは、開口部の最大の長さの１０％～５０％、好ましくは１０％～
３０％、又はより好ましくは１３％～２８％、又は更により好ましくは１７％～２７％で
ある。言い替えれば、多くても開口部の最大長さの５０％が、生殖器カバーシートの最長
部分により「覆われ」、しかし少なくても開口部の最大長さの１０％は、生殖器カバーシ
ートの最長部分によって覆われる。
【００３８】
　好ましくは、生殖器カバーシートは、直線でなく好ましくは曲線状又はＶ形状（矢の形
状）であって、曲線状縁部又はＶ形状縁部の中心点を曲線状縁部又はＶ形状縁部の残部よ
りも物品の前側近くに有する、実質的に横方向の縁部を、開口部の上、開口部の中、ない
し開口部の下に有する。その結果、生殖器カバーシートのこの中心点から開口部の前部ま
での部分の長さは、好ましくは開口部の最大の長さの１０％～３０％、より好ましくは１
５％～２５％、更に～２０％までである。
【００３９】
　生殖器カバーシートがトップシートの下側及び開口部の下に、したがってトップシート
と吸収性コアの間に存在するときには、トップシートと吸収性コアとの間及び生殖器カバ
ーシートと吸収性コアとの間に糞便物質用の最大空隙空間を確実に創り出すために、生殖
器カバーシートは典型的には、吸収性コアに取り付けられない。
【００４０】
　生殖器カバーシートは、接着剤接合、熱接合、圧力接合を包含する、及び長手方向線又
は個々の横方向線若しくは点で形成される長手方向線などの様々な接合パターンを包含す
る、いずれかの手段によって吸収性物品に取り付けられてもよい。
【００４１】
　生殖器カバーシートは、好ましくは、トップシートに部分的に取り付けられ、これによ
り取付け領域（複数）と非取付け領域（単数又は複数）を形成する。非取付け領域（の幾
つか）は、その結果、典型的にはポケットの形体で、生殖器のための生殖器保護カバーを
形成してもよい。
【００４２】
　好ましい実施形態では、生殖器カバーシートは、長手方向若しくは横方向のいずれか又
は両方に伸張可能であり、その結果、生殖器カバーシート上への生殖器の圧力が、生殖器
カバーシートを伸張させて生殖器の周囲でポケットを形成する。生殖器カバーシートは、
弾性的に伸張可能であってもよく、あるいは好ましくは、生殖器カバーシートは、長手方
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向に及び／又はより好ましくは横方向に、非弾性的に伸張可能であってもよい。この点に
関して、生殖器カバーシートは、好ましくは、上述されたように、本明細書の１つ以上の
非取付け領域間の対の対向する取付け領域で例えばトップシートに取り付けられ、それに
よって、対の取付け領域（１つ又は複数）の間の生殖器カバーシートの非取付け領域（１
つ又は複数）の平均幅は、２つの取付け領域の間の平均距離（幅）より大きく、好ましく
は少なくとも１．２倍大きく、更に１．５倍大きくされる。
【００４３】
　本発明のさらに別の実施形態では、生殖器カバーシートは、開口を有するトップシート
の一部をなす部品である。その結果、生殖器カバーシートは、本明細書で、トップシート
の生殖器カバー部分と呼ばれる。この一体部分の生殖器カバーシート又は生殖器カバー部
分は、その結果、以降で説明されるように尿透過性であり、トップシートの残部分（糞便
保持部分）は、以降で説明されるように尿不透過性である。尿透過性の生殖器カバー部分
は、トップシートの前領域内に、好ましくはトップシートの前縁部と開口部の前縁部との
間に有り、トップシートの後ろ領域が、前記開口部及び糞便保持部分を含む。
【００４４】
　それにより、生殖器カバー部分は、通常はトップシートの表面積の前側１０％～５０％
、より好ましくは１５％～３０％、より好ましくは１５％～２０％であり、一方、トップ
シートの後ろ部分である糞便物質保持部分は、トップシートの表面積の残りのパーセント
である。
【００４５】
　トップシートの生殖器カバー部分が、伸張可能、好ましくは（少なくとも）横方向に伸
張可能であることも好ましい。
【００４６】
　別の実施形態では、生殖器カバーシートが、開口部の全長にわたって延びて、糞便物質
を受け入れるための開口部も有する。
【００４７】
　本発明の吸収性物品の生殖器カバーシートは、好ましくは尿透過性である。尿透過性は
、同一サンプルに２噴出の５ｍＬを２噴出の間に６０秒の待ち時間をおいて（吸収パッド
を変更することなく）適用するという点で修正し、吸収パッドは５プライよりも１０プラ
イのろ紙からなるという点で修正したしみ通し試験であるエダナ試験方法（Edana test m
ethod）１５０．３－９６により決定することができ、使用されるろ紙はアールストレー
ム（Ahlstroem）等級９８９又は同等品であってもよく、ピックアップ紙はアールストレ
ーム等級６３２又は同等品であってもよい。この修正したエダナ試験方法（Edana test m
ethod）は、第一噴出及び第二噴出のしみ通し時間をもたらし、これらはそれぞれ３回の
試験で得られた値の平均値である。
【００４８】
　典型的には、生殖器カバーシートは、第一噴出のしみ通し時間が７秒間未満の、しかし
通常は５秒間未満の、より好ましくは３秒間未満の、最も好ましくは１～３秒間の、最も
好ましくは１～２秒間の平均尿透過率を有する。好ましくは、生殖器カバーシートは、９
秒間未満の、好ましくは７秒間未満の、より好ましくは５秒間未満での、好ましくは１～
７秒間の、より好ましくは２～５秒間の、更により好ましくは１～５秒間の、更に３秒間
の第二噴出の裏ぬけ時間を有する。
【００４９】
　好ましくは、生殖器カバーシートは、水分が皮膚に戻ることを許さず、それに加えて、
再湿潤が低いことが好ましい。これは、濡れ戻り試験（Wetback Test）であるエダナ試験
方法（Edana test method）１５１．３－０２により、エダナ試験で指定されているよう
に２３℃及び５０％湿度の試験条件下で、且つ指定されているように充填率３．３０でろ
紙を使用して決定することができ、３つの試験結果の平均である平均再湿潤値という結果
が得られる（使用されるろ紙は上の指定のようなものであってもよい）。好ましくは、生
殖器カバーシートは、０．８ｇ未満の、好ましくは０．５ｇ未満の、より好ましくは０．
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３ｇ未満の、更により好ましくは０．２ｇ未満の、更には０．１５ｇ未満の平均再湿潤値
を有する。
【００５０】
　また、生殖器カバーシートが低粘性糞便物質を通し及び絡ませることができ、これによ
り生殖器を前記糞便物質から好ましくは保護し得る。好ましくは、それに加えて、生殖器
カバーシートは、例えばＰＥＴ繊維で作製されたカード加工樹脂接着又は通風不織布など
の、大きな孔と大きな厚さ、例えば５０～４００ミクロン、更により好ましくは１００～
３００ミクロンの平均孔径、及び０．５ｍｍ～１．５ｍｍ、好ましくは０．７ｍｍ～１ｍ
ｍの（２ｋＰａ（０．３ｐｓｉ）の圧縮下で測定される）平均厚さを有する材料で形成さ
れる。
【００５１】
　好ましい生殖器カバーシートは、それに加えて、親水性であるか、又は親水性にするた
めに親水化剤で処理される。生殖器カバーシート用に好ましい材料は、親水性繊維を含む
不織布及び織布材料、並びに／あるいは親水化剤で例えば界面活性剤で処理された不織布
又は織布材料である。
【００５２】
　好ましい生殖器カバーシートは、手触りも柔らかい。それに加えて、少なくとも生殖器
に接触する表面は、カード又はスパンボンドされた材料により形成されるのが好ましいこ
とがある。
【００５３】
　好ましいものは、例えば、スパンボンド不織布、スパンボンド不織布（Ｓ）とメルトブ
ローン不織布（Ｍ）の積層体、例えばＳＭ及びＳＭＭＳ積層体など、又はカード不織布、
又は孔あき成形フィルム、例えばＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９６／００５４９に記載される
ものなどであり、これらのそれぞれに、親水化剤を例えば界面活性剤をコーティングして
もよい。
【００５４】
　やはり非常に好ましいのは、好ましくは（２ｋＰａ（０．３ｐｓｉ）の圧縮下で測定さ
れた）平均厚さが少なくとも０．３ｍｍ、好ましくは少なくとも０．５ｍｍ、更により好
ましくは０．７ｍｍ、及び／又は平均孔径が１００～３００ミクロンの、カード不織布材
である。
【００５５】
　好ましくは、生殖器カバーシートが部分的に着色剤を含んで、（例えば、既知のおむつ
で普通の白色以外に）着色されている、及び／又は生殖器カバーシートが不透明化剤を含
んで不透明であってもよい。これは、吸収性物品内に置かれて生殖器カバーシートの下に
存在する糞便物質を隠す助けとなる。
【００５６】
　好ましくは、トップシートは、開口部のそれぞれの長手方向側縁部に通常は隣接して、
又は近接して、第１の伸縮性領域を有し、同時係属中の欧州特許出願ＥＰ－Ａ－１２０１
２１２に記載されているような、通常は対の対向する、好ましくは少なくとも部分的に平
行な、伸縮性領域を形成する。
【００５７】
　好ましくは、生殖器カバーシートは、開口部の長手方向側縁部の一部に直接隣接するか
又は非直接隣接するかして沿う少なくとも２つの取付け領域により、トップシートに取り
付けられてもよい。
【００５８】
　生殖器カバーシートが少なくとも対の対向する取付け領域でトップシートに取り付けら
れるときには、取付け領域は、好ましくは第１の伸縮性領域ではないが、好ましくは前記
第１の伸縮性領域に近接している。
【００５９】
　好ましくは、トップシートは、前記トップシートにおける（スリット）開口部の対向す
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る長手方向側縁部に沿い、しかしこれらの縁部から好ましくは約２～２０ｍｍだけ、より
好ましくは約５～１５ｍｍだけ間隔が離れた、（生殖器カバーシートがトップシートに取
り付けられている）これらの取付け領域を含んでもよい。
【００６０】
　トップシートにおける伸縮性領域は、多数の弾性材の細いストランドで、又は例えば弾
性材の単一バンドで形成されてもよい。
【００６１】
　第１の伸縮性領域は、好ましくは、開口部（１つ又は複数）の前記側縁部からトップシ
ートの前及び後ろ縁部に向かうか、又は完全にそれまで延びる。したがって、第１の伸縮
性領域は、好ましくは開口部より長い。好ましくは、伸縮性領域は、トップシートの全長
にわたって、又は少なくとも使用中に身体排泄物を受け取ることを意図されるトップシー
トの部分に、通常はトップシートから腰部バンド（の部分）を形成するその部分を差し引
いた部分に、配置される。
【００６２】
　トップシート上の伸縮性領域の幅は、通常はトップシート及び／又は物品の正確な寸法
に依存して変化する。
【００６３】
　例えば、上述したサイズ４のおむつの場合、第１の伸縮性領域は、伸張状態で、約３ｍ
ｍ～５０ｍｍ、好ましくは３ｍｍ～４０ｍｍ、更により好ましくは３ｍｍ若しくは更に５
ｍｍ～２０ｍｍの平均幅を有する、弾性バンド又は多数の弾性ストランドであってもよい
。
【００６４】
　また、第１の伸縮性領域の長さも、典型的にはトップシート及び／又は物品のサイズに
依存する。例えば、上述したサイズ４のおむつの場合、伸張状態である第１の伸縮性領域
の平均の長さは、好ましくは少なくとも３５ｃｍ、好ましくは３５ｃｍ～４５ｃｍであり
得る。
【００６５】
　第１の伸縮性領域は、好ましくは、中央部分を有して、これが対向する第１の伸縮性領
域の中央部分に実質的に平行であるように形作られる。それぞれの２つの中央部分は、好
ましくは対応する伸縮性領域の全長Ｌ１の３０％～７０％の、好ましくは開口部の最大長
さの約４０％～８０％の長さＬ２を有し、これによって、伸縮性領域の全長が、トップシ
ートの最大の長さの約７０％～９０％、好ましくは約８０％～９０％、好ましくは約８５
％であることが望ましい。
【００６６】
　好ましくは、２つの対向する第１の伸縮性領域の前端部分が、（トップシートの平面内
で）互いから離れて曲り、その結果、２つの対向する弾性領域の対向する前端部分の端縁
部間の距離が、２つの対向する弾性領域の中央部分間の距離より長く、同様に、２つの対
向する弾性領域の対向する後端部分の端縁部間の距離が、２つの対向する弾性領域の中央
部分間の距離より長い。その結果、第１の伸縮性領域の前端部分は通常、伸縮性領域の中
央部分を通り且つトップシートの長手方向軸線に平行な長手方向線と角度を有し、前記角
度は、１０度～４０度の間、好ましくは１７度～３５度の間、更により好ましくは２０度
～３５度の間である。
【００６７】
　その結果、第１の伸縮性領域のそれぞれの後端部分も又、好ましくは、伸縮性領域の中
央部分を通り且つトップシートの長手方向軸線に平行な長手方向線と角度を有し、前記角
度は、１０度～４０度の間、又は好ましくは１７度～３５度の間、又は更により好ましく
は２０度～３５度の間である。
【００６８】
　両方の前端部分及び両方の後端部分が上述のような角度を有するときには、第１の伸縮
性領域は、本明細書で称するところのＸ形状を有し、好ましいＸ形状が、以降で説明され
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るように図１及び２にて例示される。
【００６９】
　伸縮性領域の前端部分及び／又は後端部分及び／又は中央部分は、真直ぐではなく曲線
状のことがあり、その結果、上の角度は、前端及び／又は後端の中心点を通る接線の、ト
ップシートの長手方向軸線に平行且つ伸縮性領域の中央部分の中心点に接する線との角度
により決定される。
【００７０】
　好ましくは、吸収性物品は、それぞれの股部側部分（すなわち、トップシートの長手方
向側縁部と開口部の長手方向側縁部との間のトップシートの部分）内に、第２の伸縮性領
域を含み、それぞれの第２の伸縮性領域は、好ましくは、同じ股部側部分の第１の伸縮性
領域から離れて曲る全体的な曲がりを有する。その全体的な曲がりは、第２の伸縮性領域
の２つの端点を通って、同一股部側部の第１の伸縮性領域に最も近い同じ第２の伸縮性領
域上の点（本明細書で「最も近接した地点」と呼ぶ）を通る曲線であり、これにより、２
つの端点は常に、前記最も近接した地点より第１の伸縮性領域から更に離れており、又は
言い替えれば、端点は決して最も近接した地点にならない。第２の伸縮性領域の端点は、
本明細書において、トップシートの長手方向側縁部に横方向で最も近く、第１の伸縮性領
域から横方向に最も遠く離れている、第２の伸縮性領域の横方向端縁部の点である。
【００７１】
　この曲線は、吸収性物品の長さ（Ｌ）の０．３倍から物品の長さの３．２倍までの間の
長さの半径Ｒを有し、すなわち、その半径は０．３Ｌ～３．２Ｌ、又は好ましくは０．４
Ｌ～２．８Ｌである。
【００７２】
　第２の伸縮性領域は、このように、完全な曲線であっても、変曲点を有する（例えば図
２に示されるような）曲線であっても、又は角度をなして相互に接合された（「角度付き
」の）２つの（直）線などであってもよい。
【００７３】
　この最も近接した地点の第１の伸縮性領域までの横方向距離は、好ましくは少なくとも
０．５ｍｍ、好ましくは０．５ｍｍ～３０ｍｍの間、更により好ましくは３．０ｍｍ～２
０ｍｍの間である。
【００７４】
　それぞれの第２の伸縮性領域の端点は、好ましくはトップシートの長手方向側縁部に近
いが、好ましくはトップシートの長手方向側縁部に接触はしておらず、好ましくは、長手
方向側縁部と端点との間の横方向距離は、少なくとも５．０ｍｍ、好ましくは少なくとも
１０ｍｍである。第２の伸縮性領域の端点は、好ましくはトップシートの横方向縁部に近
いが、好ましくはトップシートの横方向端縁部に接触はしておらず、端点とトップシート
の横方向端縁部との間の長手方向距離は、好ましくはトップシート及び／又は物品の全長
の１～２０％の間、より好ましくは５～１５％の間、更にトップシート及び／又は物品の
全長（長さＬ）の９％～１３％の間である。
【００７５】
　股部側部の第１の伸縮性領域と第２の伸縮性領域との間の横方向平均距離は、好ましく
は少なくとも１５ｍｍ、より好ましくは少なくとも２０ｍｍ、更により好ましくは少なく
とも２５ｍｍであり、この平均とは、３つの距離すなわち、（第２の伸縮性領域の）最も
近接した地点から第１の伸縮性領域までの横方向距離、（第２の伸縮性領域の）前端点か
ら第１の伸縮性領域までの横方向距離、及び（第２の伸縮性領域の）後端点から第１の伸
縮性領域までの横方向距離、すなわち第２の伸縮性領域の湾曲を決定する３点の３つの横
方向距離の平均である。
【００７６】
　好ましくは、第２の伸縮性領域は、いかなる角度も含むことがなく、及び、単一の曲率
を有し、任意に変曲点を有する、その全長にわたる曲線である。
【００７７】
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　第２の伸縮性領域の、例えば弾性材の多数のストランド又は単一のバンドの平均幅は、
０．５～２０ｍｍ、更に０．５～１０ｍｍである。
【００７８】
　第２の伸縮性領域の長さは、物品及びそのトップシートの長さと、必要とされる機械横
方向（ＣＤ）の弾性力、例えば上述された必要な曲がり及び第１の伸縮性領域までの必要
な距離とによって決まる。
【００７９】
　トップシートは又、好ましくは、１つ以上の第３の伸縮性領域を含む。その結果、第３
の伸縮性領域は、第２の伸縮性領域とトップシートの長手方向側縁部との間に有り、好ま
しくは、少なくとも５ｍｍ、好ましくは少なくとも１０ｍｍ、更により好ましくは少なく
とも１５ｍｍの横方向平均距離で、最も近い第２の伸縮性領域から間隔が離れる。
【００８０】
　第３の伸縮性領域も、好ましくは、第２の伸縮性領域について上述されたように全体的
な曲がりで曲線状であるが、最小半径は０．１Ｌである。
【００８１】
　好ましくは、本明細書の伸縮性領域は、伸張状態の又は部分的に伸張状態である伸縮性
材料をトップシートに取り付けることによって、又は１つ以上の支持材料に取り付けて、
次にこれをトップシートに取り付けることによって、形成される。
【００８２】
　弾性材は典型的には、多数のストランド又は単一のバンドの形体であって、少なくとも
２０ミクロン、より好ましくは少なくとも４０ミクロン、更に少なくとも６０ミクロン、
通常は約３００ミクロンまで、更に２００ミクロンまで、更に１５０ミクロンまでの平均
厚さ（例えばゲージ）を有する。非常に好ましい材料は、約７０～１００ミクロンの平均
厚さを有する。
【００８３】
　ここに使用される好ましい弾性材として、トレドガー（Tredegar）から入手可能なＶＦ
Ｅ－ＣＤ、及びフルフレックス（Fulflex）（ライムリック（Limerick）、アイルランド
）から入手可能なＬ－８６、Ｌ－８９、又はＬ－９０が挙げられる。
【００８４】
　トップシートの長手方向側縁部は、好ましくは、当技術分野において既知のいずれかの
取り付け手段によってバックシートの長手方向側縁部につなげられ又は取り付けられて、
長手方向に対向する取付け領域を形成する。本発明の好ましい一実施形態では、トップシ
ートとバックシートは、ある場所では相互に直接取り付けられ、及び別の場所では間接的
に共につなげられる。
【００８５】
　好ましくは、本発明の吸収性物品は、耐垂れ下がり性であり、好ましくは、耐垂れ下が
り性であるトップシートを有する。これは、物品により受け止められた身体排泄物の重量
増加のためにバックシート及び吸収性コアが垂れ下がる時に、トップシートが垂れ下がら
ないこと、並びにトップシートが着用者の肛門領域及び生殖器一直線上にあるｚ方向整列
を、通常はそのｘ及びｙ方向の整列をも維持することを意味する。吸収性物品は、好まし
くはおむつ又はトレーニングパンツは、物品を着用者に当てた直後のバックシート及びコ
アがまだ垂れ下がらない時と比べてバックシート及びコアが垂れ下がっている時に、トッ
プシートを着用者の肛門及び／又は生殖器領域にほぼ同様に接触させるか、近接させて確
実に留める手段を有する。通常は、バックシートの幾何学的中心点が４ｃｍ引き下げられ
る時、トップシートが、０．５ｃｍを超えて下降しない、更に０．２５ｃｍを超えず、典
型的にはトップシートが全く下降しない程度に、及び／又は開口部の長手方向側縁部が、
０．５ｃｍを超えてｘ及びｙ方向に移動しない、好ましくは０．２５ｃｍを超えない、又
は全く移動しないように、トップシートは耐垂れ下がり性である。
【００８６】
　好ましくは、開口部の幅が含まれるトップシートの平均幅は、上述した、トップシート
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のバックシートに対する長手方向取付け領域の間の平均距離より大きい。好ましくは、開
口部の幅が含まれるトップシートの平均幅も、バックシートの平均幅より大きい。トップ
シートは、例えば、１つ以上の横方向及び／又はより好ましくは長手方向の折り畳みを有
してもよく、これが、使用中に展開可能であって、コア及びバックシートの垂れ下がりを
を可能にし、一方、トップシートは所定の位置に留まる。
【００８７】
　本明細書のトップシートは、液体若しくは尿が透過性であっても、又は非透過性であっ
てもよい。トップシートは、一方向に液体又は尿が透過性であるが、反対方向には液体又
は尿が非透過性であるのが好ましいことがあり、例えば体液がトップシートを通っておむ
つの残りの部分へしみ込み、反対方向にはゼロ又は限定量の液体（尿）しか着用者の皮膚
に向かって侵入できないことが好ましい。
【００８８】
　しかしながら、非常に好ましい実施形態では、トップシート又は（使用中に着用者に面
する）その表面積の少なくとも５０％を越える部分が、疎水性である。好ましくは、トッ
プシートは、尿不透過性及び糞便不透過性である。さらに、トップシートは、例えば、上
述した試験方法により決定される、第一の噴出に対する１２０秒を超えるしみ通し時間を
有する材料で作製される。本明細書で好ましいトップシートは、低い表面エネルギーと均
一な孔径分布を有するとき、好ましくは同時係属中の欧州特許出願ＥＰ－Ａ－１４１７９
４５に記載される低い表面エネルギー値と、孔径と、空気透過率値とを有するとき、尿不
透過性及び糞便不透過性と考えられ、したがって、本明細書で好適である。好ましい材料
は、少なくとも７の、より好ましくは少なくとも８の、更により好ましくは少なくとも９
の、更により好ましくは少なくとも１０の撥アルコール性を有し；好ましくは２５ｍＮ／
ｍ未満の表面エネルギーを有し；好ましくは１３０度を超える水との接触角を有し；好ま
しくは、２０ミクロン未満の、好ましくは１７ミクロン未満の、最も好ましくは１３ミク
ロン未満の、しかし好ましくは少なくとも２ミクロンの、好ましくは少なくとも５ミクロ
ンの平均孔径を有する。好ましくは、トップシートは、少なくとも３ダルシー、好ましく
は少なくとも１０ダルシー、更により好ましくは少なくとも２０ダルシー、更により好ま
しくは少なくとも３０ダルシー、最も好ましくは少なくとも５０ダルシーの空気透過率を
有する。
【００８９】
　本明細書の好ましいトップシートは、疎水性の材料で作製されるか、又は（おむつの残
りの部分に含まれる液体から着用者の皮膚を隔離するために）疎水性となるように、例え
ば疎水性の表面コーティングで処理される。好ましい疎水性の表面コーティングは、例え
ば同時係属中の米国特許出願ＵＳ６０／５４３，７８５（２００４年２月１１日出願）に
記載されている。好ましくは、疎水性の表面コーティングは、１つ以上のシリコーンポリ
マー類又はフッ素化ポリマー類を含む。好適なシリコーンポリマー類は、例えば、シリコ
ーンＭＱ樹脂類、ポリジメチルシロキサン類（polydimethysiloxanes）、架橋シリコーン
類、シリコーン液体エラストマー類、及びこれらの組合せから成る群から選択される。典
型的には、このようなシリコーンポリマー類の分子量は、少なくとも約４０００ＭＷ、好
ましくは少なくとも約１０，０００ＭＷ、より好ましくは少なくとも約１５，０００ＭＷ
、更により好ましくは少なくとも約２０，０００ＭＷ、最も好ましくは少なくとも約２５
，０００ＭＷであるべきである。好ましいポリジメチルシロキサン類は、ビニル末端ポリ
ジメチルシロキサン類（vinyl-terminated polydimethsiloxanes）、メチルヒドロジェン
ジメチルシロキサン類、ヒドロキシル末端ポリジメチルシロキサン類（hydroxyl-termina
ted polydimethysiloxanes）、有機変性ポリジメチルシロキサン類(organo-modified pol
ydimethylsiloxanes)、及びこれらの組合せから成る群から選択される。好適なフッ素化
ポリマー類は、テトラフルオロエチレン及び／又はペルフルオロアルキル鎖を含有するテ
ロマー類及びポリマー類から成る群から選択される。例えば、デュポン（Dupont）から商
品名ゾニル（Zonyl）（登録商標）にて購入可能なフッ素化界面活性剤が、本明細書で用
いるのに好適である。特に、ゾニル（Zonyl）（登録商標）３２１、３２９、８７４０、
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９０２７、及び９３６０が、本発明で使用するのによく適する。更に、マイクロパウダー
のようなフッ素系添加物（fluroadditives）が含まれる他のゾニル（Zonyl）（登録商標
）材料が、本明細書で有用なことがある。これらには、ゾニル（Zonyl）（登録商標）Ｍ
Ｐ１１００、ＭＰ１２００、ＭＰ１４００、ＭＰ１５００Ｊ、ＭＰ１６００Ｎ、ＴＥ－３
６６７Ｎ（これは水分散性である）が挙げられるが、これらに限定されない。好ましくは
、コーティングは、アミノシリコーン類を含まない。
【００９０】
　これらの材料は、好ましくは、少なくとも約０．０１ｇｓｍ（材料グラム／トップシー
ト平方メートル）から、より好ましくは少なくとも約０．０５ｇｓｍから、及び最も好ま
しくは少なくとも約０．１ｇｓｍからの量で、トップシート上に付着される。
【００９１】
　好適なトップシートは、天然繊維（例えば木質繊維若しくは木綿繊維）、又は合成繊維
（例えばポリエステル、ポリエチレン、及び／若しくはポリプロピレンの繊維）、又は天
然繊維と合成繊維の組み合わせの織布ウェブあるいは不織布ウェブが含まれる、広範な材
料で製造されてもよい。トップシートに繊維が含まれる場合、その繊維は、当技術分野で
既知のように、例えば、スパンボンド、カード、湿式、メルトブローン、水流交絡、又は
別の方法で加工されてもよい。
【００９２】
　好ましいものは、順応性があり、感触が柔らかく、及び着用者の皮膚を刺激しない材料
である。
【００９３】
　非常に好ましいのは、スパンボンド層（Ｓ）とメルトブローン層（Ｍ）（１つ又は複数
）を含んで、ウェブの表面がスパンボンド層（１つ又は複数）で形成されたウェブである
。好ましいのは、比較的高い坪量例えば２５グラム／ｍ２（ｇｓｍ）を超えて有する、例
えば、
　上述の、ＳＭＭＳの３４ｇｓｍ（メルトブローンが１２ｇｓｍ及びスパンボンドが５ｇ
ｓｍ）、ＳＭＭＳ３４ｇｓｍ（メルトブローン１０ｇｓｍ及びスパンボンド７ｇｓｍ）、
ＳＭＭＳ３０ｇｓｍ（メルトブローン１０ｇｓｍ及びスパンボンド５ｇｓｍ）、ＳＭＭＳ
３０ｇｓｍ（メルトブローン８ｇｓｍ及びスパンボンド７ｇｓｍ）、ＳＭＳ３４ｇｓｍ（
メルトブローン２０ｇｓｍ及びスパンボンド７ｇｓｍ）、例えばＳＭＭＳ１７ｇｓｍの２
層ウェブといった、ウェブである。
【００９４】
　トップシートのいかなる部分も、当技術分野において既知のローション又はパウダーで
コーティングしてもよい。好ましくは、第１の伸縮性領域上に少なくともローションが存
在してもよく、更に好ましくは、第２の伸縮性領域上に存在してもよい。１つの伸縮性領
域上に使用されるローションが、別の伸縮性領域又はトップシートの残る部分上に使用さ
れるローションと異なってもよい。ローションの例には、ローションがその弾性材と適合
性があり、弾性材を破壊しない又はその弾性を低下させないという条件で、米国特許第５
，６０７，７６０号、米国特許第５，６０９，５８７号、米国特許第５，６３５，１９１
号、米国特許第５，６４３，５８８号、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９５／２４１７３に記載
されるものが挙げられる。
【００９５】
　吸収性物品は又、当技術分野において知られているような、通常は液体不透過性のバッ
クシートを含む。好ましい実施形態では、液体不透過性のバックシートは、約０．０１ｍ
ｍ～約０．０５ｍｍの厚さを有する、熱可塑性フィルムなどの薄いプラスチックフィルム
を含む。好適なバックシート材料は通常、おむつから蒸気を逃がすものの、排泄物がバッ
クシートを通り抜けることを防ぐ、通気性の材料を含む。好適なバックシートフィルムと
して、インディアナ州テレホート（Terre Haute, IN）のトレデガー・インダストリーズ
社（Tredegar Industries Inc.）により製造され、商品名Ｘ１５３０６、Ｘ１０９６２、
及びＸ１０９６４で販売されているものが挙げられる。
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【００９６】
　バックシート又はそのいずれかの部分は、一方向以上に弾性的に延伸性であってもよい
。
【００９７】
　バックシートは、当技術分野において既知の取付け手段によって、トップシート、吸収
性コア、又はおむつのいずれか他の要素に、取り付け又は接合することができる。トップ
シート及びバックシートの長手方向側縁部が互いに直接取り付けられ、しかしトップシー
ト及びコアの長手方向縁部が互いに取り付けられないのが、非常に好ましいことがある。
【００９８】
　トップシートとバックシートを、さらに本明細書の生殖器カバーシートをも取り付ける
ための取付け手段には、米国特許第４，５７３，９８６号にて開示されるように、接着剤
の均一連続層、接着剤のパターン付き層、又は接着剤の分離線、渦、若しくはスポットの
配列が含まれてもよい。満足のいくものであることが判明した接着剤が、ミネソタ州セン
トポール（St. Paul, Minnesota）のＨ．Ｂ．フラー社（H.B.Fuller Company）により製
造されて、ＨＬ－１６２０及びＨＬ－１３５８－ＸＺＰとして市販されている。或いは、
取付け手段は、熱接着、圧力接着、超音波接着、動的機械的接着、又は当技術分野で既知
のいずれか他の好適な取付け手段、又はこれら取付け手段の組み合わせを含んでもよい。
【００９９】
　吸収性コアは、概ね圧縮性であり、順応性があり、着用者の皮膚を刺激しない、及び尿
を吸収して保持可能ないかなる吸収性材料をも、例えば、粉砕木材パルプ、縮みセルロー
ス詰め物；コフォームが含まれるメルトブローポリマー類；化学的に剛化、変性、又は架
橋されたセルロース繊維；ティッシュラップ及びティッシュラミネートが含まれるティッ
シュ；吸収性フォーム；吸収性スポンジ；超吸収性ポリマー；吸収性ゲル材料；又はいず
れか他の既知の吸収性材料若しくは材料の組合せなどを含んでもよく；好ましくは、吸収
性コア内容物（例えばコアラップを除外）の８０重量％超過の吸収性ゲル材料を含み、好
ましくはエアフェルトを含まない、吸収性貯蔵層を有する吸収性コアである。
【０１００】
　吸収性物品には又、身体排泄物、通常は糞便物質を受入れ及び／又は不動化可能な、ト
ップシートと吸収性コアとの間に配置された副層が含まれてもよい（これは、上述された
身体に面するライナーと同一であってもよい）。副層として使用するのに好適な材料には
、大径気泡開放発泡体、マクロ孔質耐圧縮性不織布嵩高品、開放及び閉塞気泡発泡材の大
粒子成形物（マクロ及び／又はミクロ孔質）、嵩高不織布、ポリオレフィン、ポリスチレ
ン、ポリウレタンの発泡体若しくは粒状物、多数の垂直配向の好ましくはループ状繊維ス
トランドを含む構造材料、又は生殖器カバーシートに関して上述されたような好ましくは
孔あき成形フィルムが含まれてもよい。（本明細書で使用する時、用語「ミクロ孔質」は
、毛管現象により流体を移送可能である、５０ミクロンを越える平均孔径を有する材料に
ついて言う。用語「マクロ孔質」は、流体を毛管移送するには細孔が大きすぎる材料につ
いて言い、一般に直径が約０．５ｍｍ（平均）より大きい、更に具体的には直径が約１．
０ｍｍ（平均）より大きい、しかし通常は１０ｍｍ未満、又は更に６ｍｍ（平均）未満の
孔を有する。
【０１０１】
　本明細書の吸収性物品は、好ましくは、使い捨ての大人又は乳幼児用のおむつ又はトレ
ーニングパンツ／プルアップパンツである。本発明のおむつ又はトレーニングパンツは、
液体及び他の身体排泄物の閉じ込めを改善する、サイドパネル及び／又はより好ましくは
一対以上の伸縮性レッグカフを有してもよい。レッグカフは又、米国特許第３，８６０，
００３号、米国特許第４，８０８，１７８号、米国特許第４，６９５，２７８号、及び米
国特許第４，７９５，４５４号に記載されるように、レッグバンド、サイドフラップ、バ
リアカフ、又は伸縮性カフと呼ばれることもある。
【０１０２】
　本明細書のおむつは、好ましくは、当技術分野において既知のように、通常は腰部バン
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ドに接合された締結装置を有する。好ましい締結装置は、締結タブ及びランディング領域
を含み、締結タブが、おむつの後ろ領域に取り付けられ又は接合され、ランディング領域
は、おむつの前領域の一部分である。
【０１０３】
　好ましくは、本発明の物品（例えば、おむつ）は、その包装材料内に詰められた時、２
つの横方向折り畳みを含んでもよく、その結果、使用のためにユーザー又は保護者が開い
た時に、物品（例えば、おむつ）は、Ｕ形状であって、当てるのに更に容易である。
【０１０４】
　本発明のおむつを作製する好ましい方法
　通常は長手方向軸線に沿う開口部と第１の伸縮性領域とを有するトップシート並びに生
殖器カバーシートは、次にのようにして得られる。
【０１０５】
　長手方向に延びる（スリット）開口部が、まず、トップシート材料内に形成（切り込み
）され、一対の主弾性バンドが、開口部のそれぞれの長手方向縁部に隣接又は近接して弾
性バンドが存在するように、伸張状態でトップシートに取り付けられる。別の方法として
は、まず、主弾性バンドが、例えばＸ形状にトップシート上で長手方向に伸ばされて、伸
張状態でトップシートに取り付けられ、その後で、長手方向に延びる（スリット）開口部
が、通常はトップシート材料とストランド又はバンドの長手方向軸線に沿って、トップシ
ート材料の一部及び弾性バンドの一部を貫いて形成（切り込み）される。
【０１０６】
　主弾性ストランド又はバンドを取り付けるのに好ましい接着剤として、ＡＴＯ－フィン
ドレイ（ATO-Findley）から入手可能なＨ２０３１、及びＨ．Ｂ．フラー（H.B. Fuller）
（米国、セントポール（St Pauls））から入手可能なＨＬ－１６２０が挙げられる。
【０１０７】
　非限定的な実施例において、フルフレックス（Fulflex）から入手可能なＬ－８９弾性
材の２つの弾性バンドが、（弛緩状態で）厚さが約０．１ｍｍ、幅が２０ｍｍ及び長さが
１７ｃｍにて入手され、ＢＢＡ、ファイバーテックス（Fibertex）、又はペガス（Pegas
）から入手可能なもののようなポリプロピレン不織布材の幅が２０～２５ｃｍ、長さが５
０～５５ｃｍのシートも入手される。
【０１０８】
　伸張状態で、長さが２５ｃｍ～３５ｃｍの間、通常は約３１ｃｍ～３３ｃｍのスリット
開口部が、不織布に切り込まれる。これがスリットとして切り込まれ、それによって、ス
リット開口部が、伸縮性領域を広げられることに起因してその幅を得てもよく、又はスリ
ット開口部は、例えば４．０ｃｍまでの幅寸法を有して切り込まれてもよい。通常は、ス
リット開口部は、幅寸法の無いスリットとして切り込まれるが、トップシートの前領域に
おいて、スリット開口部の前点で終了し、図４に見ることができるように、追加のダイア
モンド形状の切り込みが作られる。
【０１０９】
　伸縮性領域がユーザーの皮膚と接触するトップシートの表面上に存在する場合は、弾性
領域が皮膚に直接接触するのを避けるために、追加の層例えば不織布材を弾性領域の上に
置くのが好ましいことがある。
【０１１０】
　不織布の開口部のそれぞれの長手方向縁部に対して、１つの弾性バンドを部分的に伸張
した状態で接着する。これは、例えば、弾性バンドの中央９ｃｍを３３６％伸張し、それ
ぞれ４ｃｍの端部分を非伸張状態に保つようにして実施される。次に、それぞれ弾性バン
ドが、１つの弾性バンドの前端領域が対向する弾性バンドの前端領域から離れて曲り、１
つの弾性バンドの後端領域が対向する弾性バンドの後端領域から離れてＸの形状に曲ると
いう方法で、不織布上に接着される。このことは、接着の後で、前端領域及び後端領域の
２つの内側縁部までの間の横方向距離が、伸張状態で例えば８０ｍｍであるように実施さ
れる。伸縮性領域上の中心点間の距離は、例えば４０ｍｍだけである。
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【０１１１】
　上述されたように且つ図２及び３において角度αとして見ることができるような、前端
領域とトップシートの中央部分を通り且つ長手方向軸線に平行な線との角度は、本明細書
で説明されたように、例えば約１０度～４０度である。上述されたように且つ図２におい
て角度βとして見ることができるような、後端領域の角度も、例えば約１０度～４０度で
ある。
【０１１２】
　次に、生殖器カバーシートが、伸張状態でトップシートに取り付けられ、開口部の最大
の長さの前部１５％～３０％が、生殖器カバーシートの最長部分により覆われるようにす
る。生殖器カバーシートは、好ましくは、開口部の上で曲線状又はＶ形状の縁部を有する
。生殖器カバーシートは、例えば図５に示される形状を有してもよく、トップシートに取
り付けられる前に、例えば図６に示されるように折り畳まれてもよい。
【０１１３】
　生殖器カバーシートは、例えば、接着剤の少なくとも２つの長手方向領域（線、渦、ド
ット）で、ユーザーの皮膚に接触しないトップシートの表面に取り付けられ、それぞれの
領域は、トップシートの長手方向縁部と弾性バンドとの間にあって、例えば約０．５～１
．５ｃｍ前記弾性バンドから間隔が離れており、図６に示されるようなＶ形状の取付け領
域を有する。２つの実質的に平行な取付け領域間の距離は、例えば、これらの領域の間の
生殖器カバーシートの幅の多くても約半分であり、その結果、使用中に、生殖器カバーシ
ートが、生殖器に対するポケットとして、開口部の下方へ下向きに垂れる。
【０１１４】
　そのトップシートは、９．５～１７ｋｇ（２１～３７ポンド）の重量範囲の乳児用に設
計されたパンパース（Pampers）プレミアム・サイズ４のおむつ上で使用されてもよく、
又はパンパースプレミアム・サイズ４のおむつの、吸収性コアの上にあって使用中に乳児
の皮膚に接触する層と置き換えられてもよい。さらに、弾性バンドを有するトップシート
は、前及び後ろ腰部バンドと、通常はバックシートの長手方向側縁部とに取り付けられる
。
【０１１５】
　図面についての説明
　図１は、本発明の好ましい吸収性物品（１０）、おむつ（１０）の斜視図を示し、これ
は、前領域（２１）及び後ろ領域（２２）を有し、並びにトップシート（１１）の下側及
び前記トップシート内の開口部（１４）の下側に配置された生殖器カバーシート（４１）
を有する。空隙空間（１５）が、吸収性コア（１３）とトップシート（１１）との間及び
吸収性コア（１３）と生殖器カバーシート（４１）との間に存在する。使用中に、生殖器
カバーシート（４１）が、ユーザーの生殖器を覆う。生殖器カバーシート（４１）は、典
型的には、生殖器の周囲でポケットを形成できるようなものを意味する。このことは更に
、以下で説明される図３にて示される。
【０１１６】
　おむつ（１０）は又、通常は、好ましくは締結具（１８）付きの耳を有する後ろ腰部バ
ンドと、締結具のための受け領域を有する前腰部バンド（１９）とを含む。典型的には、
締結具は、フック及び／又は接着剤を含み、受け領域は、好ましくは、ループを有する材
料で形成される。
【０１１７】
　上述したように、トップシート（１１）は通常、耐垂れ下がり性があり、その上、非弾
性的に伸張可能であり、好ましくはそこに１つ以上の横方向折り畳み及び／又は長手方向
折り畳み（１７）を有する。
【０１１８】
　トップシート（１１）は、開口部（１４）の長手方向側縁部（１６）に沿って配置され
た第１の伸縮性領域（３１）を有して、伸縮性である。トップシート（１１）は、第２の
伸縮性領域（３２）を、第３の伸縮性領域（図示せず）さえをも有することが可能でそれ
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ぞれの第１の伸縮性領域（３１）は、長さＬ２の中央領域を有し、該中央領域は、実質的
に相互に平行であり、Ｌ２は、通常は第１の伸縮性領域（３１）の全長Ｌ１の約３０％～
７０％、好ましくは開口部（１４）の最大の長さの約４０％～８０％である。第１の伸縮
性領域（３１）は、好ましくはＸ形状であり、前端部分（３６）が互いに離れて曲り、後
端部分（３８）が互いに離れて曲る。
【０１１９】
　おむつ（１０）は又、通常は、おむつ（１０）の長手方向側縁部に沿って、伸縮性のバ
ンドいわゆるレッグカフ（２０）を含む。
【０１２０】
　図２は、図１のおむつ（１０）の伸張された状態の平面（上面）図を示す。
【０１２１】
　生殖器カバーシート（４１）が、トップシート（１１）の下側に配置され、その長手方
向側縁部に沿って取付け領域（４２）でトップシート（１１）に取り付けられており、取
付け領域は、例えば接着剤の長手方向線の形体である。取付け領域（４２）は通常、開口
部（１６）の長手方向側縁部の少なくともどちらかに又はどちらかだけに沿って配置され
、好ましくはそれらに相互に平行である。それぞれの取付け領域（４２）は通常、生殖器
カバーシート（４１）が少なくともトップシート（１１）の非伸縮性領域（３４）にて又
はそれだけにてトップシート（１１）に取り付けられるように、（少なくとも）第１の伸
縮性領域（３１）とトップシートの長手方向側縁部との間に、又は第１の伸縮性領域（３
１）と第２の伸縮性領域（３２）（存在するとき）との間に配置される。
【０１２２】
　使用中に生殖器カバーシート（４１）をより快適にするために、生殖器カバーシート（
４１）が、真直ぐの縁部ではなく、代わりに曲線状又は矢形状の横方向縁部（４３）を有
することが好ましい。
【０１２３】
　図２に示されるように、第１の伸縮性領域（３１）は、好ましくはＸの形状であり、そ
れぞれの伸縮性領域の前端部分（３６）は、トップシートの長手方向軸線に平行且つ開口
部の長手方向側縁部（１６）に（直接）隣接する伸縮性領域の部分を通る長手方向線（３
５）に対して角度αを有する。この角度αは、好ましくは、伸張状態で約１７度～３０度
である。
【０１２４】
　伸縮性領域のそれぞれの後端部分（３８）は、好ましくは伸張状態で約１７度～３０度
である角度βを有する。
【０１２５】
　図３は、図２の線ＩＩＩ－ＩＩＩによる、図１及び２のおむつ（１０）の断面図を示す
。この図は、生殖器カバーシート（４１）と吸収性コア（１３）との間、及びトップシー
ト（１１）と吸収性コア（１３）との間の空隙空間（１５）を示す。
【０１２６】
　長手方向折り畳み（１７）を有するトップシート（１１）は、通常は吸収性コア（１３
）に取り付けられないが、長手方向取付け線（２３）でバックシート（１２）に直接取り
付けられて、おむつ（１０）及びそのトップシート（１１）を確実に耐垂れ下がり性とす
る。
【０１２７】
　吸収性コア（１３）は、本明細書で説明したように、糞便物質を不動化する手段を含む
特殊副層（２４）、例えば縦（ｚ方向）に延びる繊維が付いた層又は孔あきウェブ若しく
はフィルムを含んでもよい。
【０１２８】
　生殖器カバーシート（４１）は通常、本明細書で説明されたように尿透過性であり、本
明細書で説明された孔あきウェブ若しくはフィルム、又は例えば本明細書で説明されたカ
ードウェブなどのミクロ細孔を有する材料を含む、あるいはこれらから成ることが可能で
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【０１２９】
　図１、２、及び３に示されるトップシート（１１）は、好ましくは、トップシート材料
中に好ましくは幅寸法が無い長手方向スリット（５８）を作ることにより、及び追加の前
方切取り区分（５５）をトップシートから切り取ることによって作製され、前記区分（５
５）は、このスリット（５８）の前部からおむつ（１０）の前側に向かって広がる。この
ことが、図４及び５において更に示される。
【０１３０】
　前部切取り区分（５５）は、好ましくは「ダイアモンド」形であるが、その「ダイアモ
ンド」形切取り区分（５５）が、曲線状の前縁部（５６）を有することが好ましい。スリ
ット（５８）からおむつ（１０）の前縁部まで直接延びて曲線状前縁部（５６）をスリッ
ト（５８）と接合する側縁部（５７）は、好ましくは角度γで相互に接合されており、γ
は、好ましくは４０度～１４０度の間、より好ましくは５５度～１１０度の間である。
【０１３１】
　図６は、本発明の吸収性物品（１０）の好ましい生殖器カバーシート（４１）の、吸収
性物品（１０）中で実現される前の形状の斜視図を示す。生殖器カバーシート（４１）は
、好ましくは丸形又はＶ形状の「横方向」縁部（４３）を有し、すなわち、縁部（４３）
は、おむつ（１０）中でスリット開口部（１４）の上、スリット開口部（１４）の中、な
いしスリット開口部（１４）の下になる。
【０１３２】
　図７は、図１～３のおむつ（１０）の中での実現のために折り畳まれた、図６の好まし
い生殖器カバーシート（４１）の斜視図を示しており、これにより、おむつ（１０）にお
いて取付け領域（４２）となる領域が示され、前記取付け領域（４２）は、トップシート
（１１）に取り付けるための例えば接着剤を含んでもよい。好ましい実施形態において、
生殖器カバーシート（４１）が、任意に開口部（１４）の長手方向側縁部（１６）の一部
に沿ってどのように置かれるか、いずれにしても縁部（５７）及び曲線状縁部（５６）が
含まれる切取り区分（５５）の縁部に沿って、どのように置かれるかが図７にて示される
。
【０１３３】
　引用されるすべての文献は、その関連部分において本明細書に参考として組み込まれる
が、いずれの文献の引用も、本発明に関する先行技術であることを容認するものと解釈す
べきではない。
【０１３４】
　本発明の特定の実施形態について例証し説明したが、本発明の範囲内にある様々な他の
変更及び修正が当業者には明白であろう。
【図面の簡単な説明】
【０１３５】
【図１】好ましい生殖器カバーシートを含む、本発明の好ましい吸収性物品の斜視図を示
す。
【図２】図１の吸収性物品の平面図。
【図３】図２の線ＩＩＩ－ＩＩＩによる、吸収性物品の断面図。
【図４】どのようにスリット開口部がトップシート内に切り込まれ得るかを示す。
【図５】どのようにスリット開口部がトップシート内に切り込まれ得るかを示す。
【図６】吸収性物品中での施行前の好ましい生殖器カバーシートの斜視図。
【図７】吸収性物品中での施行のために折り畳まれた好ましい生殖器カバーシートの斜視
図。
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